
エリアデザイン調査特別委員会

報告資料 

令和４年１０月１７日 

報告事項件名 頁 

１ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の取組み状況について ・・・２ 

２ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（北綾瀬ゾーン）の取組み状況について ・・４

３ 江北エリアデザインの取組み状況について ・・・・・・・・・・・・・・８

４ 六町エリアデザインの取組み状況について ・・・・・・・・・・・・・１１

５ 千住エリアデザインの取組み状況について ・・・・・・・・・・・・・１３

６ 竹の塚エリアデザインの取組み状況について ・・・・・・・・・・・・１５ 

７ 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について ・・・・・・・・・１７

（ 政策経営部 ）
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和４年１０月１７日 

件 名 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課

生涯学習支援室 中央図書館、学校運営部 学校支援課

内 容 

１ 綾瀬小学校地域開放型図書室について 

（１）利用状況（令和４年９月３０日現在）

（２）ボランティア団体によるおはなし会

区民・団体等による読書活動の充実と綾瀬小学校地域開放型図書室「わ

くわく にこにこ 図書の森」（以下、「図書の森」という。）の利用者数

の増を図るため、令和４年９月から、地域のボランティア団体によるお

はなし会を開始した。 

 今後もボランティア団体と協議しながら、毎月２回程度、団体による

企画を実施していく。 

（３）区内企業からのご寄贈

本以外の楽しみを提供し、本に興味のない子どもにも図書の森を利用

してもらうきっかけづくりとして、令和４年９月に区内企業から以下の

ご寄贈をいただき、１０月から図書の森での供用を開始した。 

ア 有限会社プリントアート（西竹の塚二丁目１５番２１号）

寄贈品：ヒーリングスコープ（卓上型万華鏡） １台

イ 株式会社トーヨー（千住緑町二丁目１２番１２号）

寄贈品：折り紙 １８，０００枚（５００枚×３６セット）

（４）掲示板の設置

情報発信の強化のため、主に利用案内や開設日カレンダー、イベント

情報を掲示する図書の森専用の掲示板の設置に向けて、学校との協議を

進めている。 
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これまでの経緯（参考） 

平成２６年 ６月 綾瀬エリアデザイン計画の策定 

平成２６年 ６月 旧こども家庭支援センター跡地の事業公募を開始 

平成２６年１１月 優先交渉権者として東京建物(株)を選定 

平成２７年 ７月 事業の凍結、東京建物(株)と契約しないことを決定 

平成２７年 ８月 住友不動産(株)が駅前の開発用地を取得 

平成２８年 ８月 旧こども家庭支援センター跡地を綾瀬小学校及び東綾瀬中

学校の仮設校舎用地として活用することを決定 

平成３０年１１月 綾瀬駅東口周辺地区まちづくり協議会設立 

平成３０年１２月 住友不動産(株)の駅前開発が白紙 

平成３１年 ３月 綾瀬駅東口周辺地区まちづくり協議会より駅前開発用

地に関する要望書を区へ提出 

平成３１年 ４月 住友不動産(株)へ地元要望及び暫定利用の要望を提出 

令和 元年１２月 住友不動産(株)へ綾瀬駅東口周辺地区まちづくり方針(案)を提出 

令和 ２年 ７月 綾瀬駅東口周辺地区地区まちづくり計画策定 

令和 ２年 ９月 住友不動産(株)と確認書を締結 

令和 ２年１１月 綾瀬駅周辺地区まちづくり協議会範囲拡大 

令和 ２年１２月 綾瀬駅東口周辺地区地区計画策定 

令和 ３年 １月 綾瀬ゾーンエリアデザイン計画説明会・アンケート実施 

令和 ３年 ３月 住友不動産(株)と覚書を締結 

令和 ３年 ４月 住友不動産(株)所有地内地下構造物撤去工事開始 

令和 ３年１０月 住友不動産(株)所有地内区購入用地更地化完了 

令和 ３年１０月 足立区土地開発公社が住友不動産(株)から綾瀬駅前交

通広場用地取得 

令和 ３年１２月 綾瀬ゾーンエリアデザイン計画策定 

令和 ４年 ４月 綾瀬小学校新校舎開校 

令和 ４年 ７月 綾瀬小学校地域開放型図書室「わくわく にこにこ 図書 

の森」を開設 

問 題 点 

今後の方針 

旧こども家庭支援センター等跡地の活用に向けて、地区まちづくり計画の

変更など準備を進めていく。 

3



エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和４年１０月１７日 

件 名 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（北綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

都市建設部 まちづくり課、道路公園整備室 道路整備課 

内 容 

１ 北綾瀬駅前交通広場整備事業について 

（１）北綾瀬駅前交通広場の追加費用について

現在の予算 １０億７６００万円（令４～５債務） 

不足金額   ６億３０００万円 

必要見込額 １７億６００万円 

※ 内訳（別紙１ Ｐ７参照）

※ ウクライナ情勢の動向などによっては、変化する可能性有

（２）予算不足した主な要因

ア ペデストリアンデッキ単価の精度が甘かった【約３．０億円】

北綾瀬駅連絡橋と商業施設に１．６ｍの高低差が存在するため、

デッキを支える鋼材部分の追加変更が生じ一般的な施工単価と大幅

に乖離した。 

参考：他事例との規模比較 

案件名 ペデストリアン

デッキ 

１階広場 金額 

他事例 約 1,900㎡ 約 5,700㎡ 15.3億円（実績） 

北綾瀬 

ペデストリアン

デッキ 

約 500㎡ 約 2,250㎡ 10.76億円（予算） 

イ 予算編成後に条件変更があった【約１．８億円】

デッキ上屋やエスカレーターの増設などで施工費が増加した。

ウ 資材価格や労務単価が上昇した【約１．５億円】

（３）商業施設と駅前広場の同時開設に向けた対応方針（案）

令和６年度の同時開設を目指し、順次工事発注していくが、現在ま

でに２回入札不調が発生している。今後も入札による施工業者選定を

進めていくが、事業スケジュールへの影響が懸念される事態が発生し

た場合は、区画整理事業の施行者である三井不動産との協定事業を検

討していく。 
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２ 北綾瀬駅前交通広場整備に伴う工事ヤードの協定について 

（１）締結相手 三井不動産株式会社

（２）締結日  令和４年９月３０日 

（３）目的

駅前交通広場と商業施設の敷地を共同で利用することにより、道路

上での作業が減るとともに、施工効率が向上することで、結果的に駅

利用者や周辺住民への影響を小さくすることができるため。 

（４）主な内容

ア 駅前交通広場と商業施設の敷地を双方の工事で共有して使用

イ 区画整理事業区域の仮囲いの設置及び車両出入口の誘導員の配置

は三井不動産が対応 

ウ 仮囲いを活用したまちづくりの情報発信を三井不動産が協力

３ 駅前広場整備事業の周知について 

  近隣にお住いの方や駅利用者に周知するため、以下の内容を仮囲いに

掲示する。 

（１）掲示日 令和４年１０月下旬

（２）掲示内容

４ 北綾瀬駅周辺地区まちづくりニュースについて 

令和４年８月にまちづくりニュース第４号（別添資料北綾瀬関連参照）

を発行した。 
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これまでの経緯（参考） 

平成２７年 ３月 千代田線北綾瀬駅改良工事に関する施行協定締結 

平成２７年 ７月 千代田線北綾瀬駅改良工事着手 

平成２７年 ９月 北綾瀬駅周辺町会、自治会より「北綾瀬駅前ロータ

リー広場に関する要望書」の提出

平成２９年 ２月 北綾瀬駅周辺交通環境改善計画地元説明会の開催 

平成２９年１２月 北綾瀬駅周辺地区まちづくり勉強会発足 

平成３０年 ５月 北綾瀬駅周辺地区まちづくり協議会設立 

平成３１年 ３月 北綾瀬ゾーンエリアデザイン計画策定 

千代田線直通運転開始 

令和 元年 ５月 北綾瀬駅周辺地区地区まちづくり構想策定 

令和 元年 ８月 北綾瀬駅交通広場調査委託着手 

令和 ２年 ６月 しょうぶ沼公園改修工事完了 

令和 ２年１１月 都市計画法第１６条説明会（交通広場・駐輪場） 

令和 ２年１２月 北綾瀬駅北側改札口供用開始 

令和 ３年 ４月 都市計画決定（交通広場・駐輪場） 

令和 ３年 ４月 足立区と三井不動産株式会社で北綾瀬駅周辺地区の

まちづくりに向けて覚書締結 

令和 ３年 ７月 北綾瀬駅周辺地区地区まちづくり計画(案)説明会開催 

令和 ３年 ７月 北綾瀬駅周辺地区地区まちづくり計画策定 

令和 ３年 ９月 都市計画事業認可（交通広場） 

令和 ３年１０月 足立区と三井不動産株式会社で北綾瀬駅周辺地区の

事業実施に向けて基本協定締結 

令和 ３年１１月 三井不動産株式会社へ敷地整序型区画整理事業の認可 

令和 ３年１２月 北綾瀬駅周辺地区地区計画等（原案）説明会の開催 

令和 ４年 ２月 敷地整序型区画整理事業に伴うライフライン工事着工 

問 題 点 

今後の方針 

北綾瀬駅周辺の更なる魅力向上のため、北綾瀬駅前交通広場整備及び商

業施設開設を、関係機関及び所管と綿密に調整・連携しながら進めていく。 
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北綾瀬駅前交通広場整備関連の予算について 

【当初】 

事項名 期間 事業費 

北綾瀬駅前ペデストリアンデッキその１工事 R4～R5 610,000千円 

東京メトロへの負担金（環七連絡橋への接続） R4～R5 90,000千円 

北綾瀬駅前交通広場整備工事 R4～R5 250,000千円 

北綾瀬駅前環状七号線改修工事 R4～R5 126,000千円 

合計 1,076,000千円 

【９月補正案】 

事項名 期間 事業費 

北綾瀬駅前ペデストリアンデッキその１工事 R4～R5 610,000千円 

東京メトロへの負担金（環七連絡橋への接続） R4～R5 90,000千円 

北綾瀬駅前ペデストリアンデッキその２工事 R4～R5 760,000千円 

（760,000千円 増） 

北綾瀬駅前交通広場整備工事 R4～R5 120,000千円 

（130,000千円 減） 

北綾瀬駅前環状七号線改修工事 R4～R5 126,000千円 

合計 1,706,000千円 

（630,000千円 増） 

別紙１ 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和４年１０月１７日 

件 名 江北エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課

総務部 資産活用担当課、生涯学習支援室 スポーツ振興課、衛生部 衛生

管理課、道路公園整備室 パークイノベーション推進課 

内 容 

１ 江北エリア３施設計画概要説明会の開催結果について 

（１）開催日時及び参加人数（合計８０名）

令和４年８月２４日（水）午後 ５時～午後 ６時（３２名）

 午後 ７時～午後 ８時（１７名） 

令和４年９月 ３日（土）午前１０時～午前１１時（３１名） 

（２）開 催 場 所 江北小学校（体育館）

（３）内 容 

ア （仮称）江北健康づくりセンターについて

イ 高野小学校跡地スポーツ施設について

ウ 上沼田東公園について

（４）主 な 質 疑

Ｑ１：江北健康づくりセンターは、水害時などに一般の人に開放す

るのか。 

Ａ１：江北健康づくりセンターは、一般向けの避難所ではなく、妊

婦の方等配慮が必要な方の一時的な避難場所となっている。 

Ｑ２：高野小学校跡地スポーツ施設の使用料は、子どもでも利用し

やすい価格に設定してほしい。 

Ａ２：区内外の類似施設を参考とし、使用料を検討していく。 

Ｑ３：創出用地は民間任せにせず区が責任を持って考えて欲しい。 

Ａ３：創出用地は、民間活力の活用を念頭に利益追求のみでなく、

地域の意向を聞いて素案検討を進めていく。 

２ 上沼田東公園東側創出用地の活用の検討状況について 

創出用地活用における公募設置管理制度（Ｐａｒｋ-ＰＦＩ）※の導入

の可能性を検討するため事業者予備サウンディングを実施した。 

（１）実施時期

令和４年７月２６日（火）から７月２９日（金）まで

（２）参加事業者

１３者（公園関係事業者、スポーツ関係事業者、店舗開発事業者、

ブライダル事業者ほか） 
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（３）主な意見

・ 飲食店、スポーツ施設、子ども遊戯施設などの公園施設を設置

する提案があった。

・ 上沼田東公園や周辺の公園等を含めた指定管理を望む意見があ

った。

・ 事業期間は２０年間を希望する事業者が多かった。

（４）今後の予定

令和５年度の事業者募集に向けて、地域住民の意見を聞きながら事

業手法など活用方針の検討を進める。 

※ 公募設置管理制度（Ｐａｒｋ-ＰＦＩ）とは、公園利用者の利便が向

上する「飲食店、売店等の公園施設の設置」と、その公園施設から生

ずる収益を活用した「園路、広場等の整備・改修等」を一体的に行う

者を公募により選定する制度である。 

上沼田東公園及び創出用地の整備イメージ図 

これまでの経緯（参考） 

平成２７年 ４月 東京女子医科大学東医療センター移転の覚書締結 

平成２８年 ３月 足立区大学病院施設等整備基金条例の制定 

平成２９年 ３月 足立区における病院整備の基本方針を策定 

平成２９年 ４月 東京女子医科大学東医療センターの建設及び運営等

に関する覚書を締結 

平成２９年１２月 江北三・四丁目地区地区計画、江北平成公園、上沼

田東公園の都市計画の変更 

平成３０年 ７月 土地所有権取得(江北四丁目２２、２３番地) 

平成３０年１０月 土地所有権取得(江北四丁目２１番地) 

平成３０年１１月 江北エリアデザイン計画の策定 

上沼田東公園 約 20,850㎡、区施工 

創出用地 

約4,300㎡ 
尾

久

橋

通

り

広場 

野球場 

テニス
コート
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平成３０年１２月 東京女子医科大学東医療センターの建設及び運営等

に関する基本協定を締結 

平成３１年 ３月 東京女子医科大学新東医療センターの建設工事着手 

令和 ２年 ２月 江北まちづくり住民説明会開催 

令和 ２年 ３月 江北スポーツ施設整備・運用方針策定 

令和 ２年 ５月 補助１３８号線（江北・興野地区）現況測量説明 

令和 ２年１０月 上沼田第六公園（バス転回場含む）改修工事着手 

令和 ３年 １月 道路愛称名を「おしべ通り」から「東京女子医大通

り」に変更・病院名称が「東京女子医科大学附属足

立医療センター」に正式決定 

令和 ３年 ４月 東京女子医科大学附属足立医療センター住居表示変更 

（江北四丁目２２番地から３３番地に変更） 

令和 ３年 ６月 東京女子医科大学附属足立医療センターの外来診療

開始日が令和４年１月５日（水）に決定 

※ 開院日は令和４年１月 1日（土）

令和 ３年 ７月 東京女子医科大学附属足立医療センター竣工 

令和 ３年１１月 東京女子医科大学附属足立医療センター竣工式開催 

令和 ３年１２月 東京女子医科大学看護専門学校開校 

令和 ４年 １月 東京女子医科大学附属足立医療センター開院 

令和 ４年 ３月 高野小学校跡地スポーツ施設基本計画策定 

令和 ４年 ４月 江北小学校開校 

令和 ４年 ８月 ３施設計画概要説明会開催 

問 題 点 

今後の方針 

今後も、周辺の事業の進捗状況に合わせまちづくり連絡会等を通じて情

報を発し、地域の意見をまちづくりに反映させていく。事業の進捗状況に

合わせ、関係所管と綿密に協力して、開設までの準備を進めていく。 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和４年１０月１７日 

件   名 六町エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

総務部 資産活用担当課、都市建設部 駐輪場対策担当課 

内   容 

１ 六町駅前区有地活用方針（案）住民説明会の開催結果について 
 

（１）開催日時及び開催場所  

  ア 第１回 令和４年９月２日（金）午後６時３０分から８時 

     加平小学校 体育館 （参加者３９名） 

  イ 第２回 令和４年９月３日（土）午前１０時から１１時３０分 

        加平小学校 ランチルーム（参加者１８名） 

（２）内容  

  ア 六町駅前区有地活用方針（案）について 

  イ 今後のスケジュールについて 

（３）主な質疑 

   Ｑ１：現状駐輪台数が１２００台ある。工事期間中もまず６００台 

の駐輪場を確保するということだが、区が行うのか。また、 

残りの６００台を区がＪＡ用地を借りて確保するとのことだ 

が場所はどこか。 

   Ａ１：工事期間中の駐輪場は事業者に確保させる。ＪＡ用地は六町

駅の南東約３００ｍに位置し、面積が約６５３㎡ある。 

   Ｑ２：駐輪場は、地下階や地上階とする立体化なのか。それとも平

置きとするのか。できれば平置きとしてもらいたい。 

   Ａ２：駐輪場の場所や階数については、事業者提案となるため、決

定していない。 

   Ｑ３：賑わい施設について具体的な説明はないのか。 

   Ａ３：今回の説明会は、駅前区有地を「賑わい施設」と「駐輪場」

にするという活用方針案の説明となる。具体的な説明は、事

業者決定後、区と計画について協議し行う予定である。 

   Ｑ４：事業者にお任せするのではなく、区として区有地活用のコン

セプトをあらかじめ持って、募集要領を作成してもらいたい。

また、住民からの意見を反映するように進めてもらいたい。 

   Ａ４：区としては、公募条件として、単に六町駅前区有地の貸付け

とするわけではなく、六町公園・六町駅前広場と一体的に賑

わいを創出することを条件として募集要領を作成する。また、

公募時に、過去のアンケート結果を示し、地域の要望を踏ま

えて提案を求めていく。 
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２ 六町駅前区有地活用のスケジュールについて 

令和４年１０月末 プロポーザル選定による募集要領公表 

令和５年 ２月  優先交渉権者の決定・公表 

 

これまでの経緯（参考） 

平成２８年 ２月 六町駅前区有地に関するサウンディング型市場調査

を実施（１０者が参加） 

平成２８年１２月 六町エリアデザイン計画を策定 

平成２９年 ３月 防犯・防災活動拠点整備検討会議を設置 

（令和２年９月までに９回開催） 

平成３０年 ８月 六町駅前安全安心ステーション設置に向けた基本的

な考え方（案）を策定 

令和 元年 ９月 六町エリアデザインオープンハウス型説明会 

令和 ２年 １月 地域運営準備プロジェクト第１回ワークショップ 

令和 ２年 １月 警視庁綾瀬警察署と「足立区における区立六町防犯

施設の相互連携協力に関する覚書」を締結  

令和 ２年 ２月 地域運営準備プロジェクト第２回ワークショップ 

令和 ２年 ９月 防犯・防災活動拠点整備検討会議を開催 

令和 ２年１１月 （仮称）六町駅前安全安心ステーション建築業者決定 

令和 ２年１１月 地域運営準備プロジェクト第４回ワークショップ 

令和 ２年１２月 地域運営準備プロジェクト第５回ワークショップ 

令和 ２年１２月 防犯・防災活動拠点整備検討会議を開催 

令和 ３年 １月 （仮称）六町駅前安全安心ステーション工事着手 

令和 ３年 ３月 （仮称）六町駅前安全安心ステーションの愛称名を 

「ろくまる」に決定 

令和 ３年 ３月 六町加平橋車道開放 

令和 ３年 ４月 地域運営準備プロジェクト第６回ワークショップ 

令和 ３年 ７月 正式名称を「六町駅前安全安心ステーション」に決定 

令和 ３年 ９月 六町駅前安全安心ステーション（ろくまる）竣工 

令和 ３年１１月 六町駅前安全安心ステーション（ろくまる）開設 

         六町駅前区有地の活用に関するアンケート調査実施 

令和 ４年 ２月 六町駅前区有地活用に向けたサウンディング調査 

 令和 ４年 ９月 六町駅前区有地活用方針（案）住民説明会開催 

問 題 点 

今後の方針 

六町駅前区有地活用について、令和５年２月の優先交渉権者の決定・公

表に向け、準備を進めていく。 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和４年１０月１７日 

件   名 千住エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

都市建設部 まちづくり課、千住地区まちづくり担当課 

内   容 

１ 千住大橋駅周辺地区まちづくり連絡会（第７１回）の開催結果につい

て 

第７１回千住大橋駅周辺地区まちづくり連絡会は、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため書面により開催した。 

（１）郵送日 

   令和４年９月１３日（火） 

（２）議事内容 

Ｇ街区における暫定利用について 

（３）今後の予定 

年  月 内  容 

令和 5年 1月 まちづくり連絡会（第 72回）の開催 

 

２ 千住大橋駅周辺地区（Ｇ街区）の暫定利用について 

千住大橋駅周辺地区Ｇ街区について、土地所有者である株式会社ニッ

ピよりバス駐車場及び事務所として暫定利用すると報告があった。 

（１）事 業 者 ニッコー観光バス株式会社 

（２）敷 地 面 積 １０，２７０㎡ 

（３）利 用 期 間 令和４年９月～令和１４年７月末（予定） 

（４）用 途 バス駐車場及び事務所 

ア バス駐車場 当初駐車台数約３０台（最大駐車可能台数約６０台） 

イ 事務所 プレハブ平屋建て（１００㎡未満、利用開始時期未定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千住大橋駅周辺地区 
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これまでの経緯（参考） 

１ 北千住駅東口周辺地区 

  令和 元年１２月 地区まちづくり構想（変更案）説明会実施（２回） 

  令和 元年１２月 構想案のパブリックコメント実施 

  令和 ２年 ３月 地区まちづくり構想（変更案）策定 

２ 北千住駅東口再開発 

  平成２８年 ８月 北千住駅東口地区市街地再開発準備組合設立(南地区） 

  平成２９年 ８月 北千住駅前地区市街地再開発準備組合設立（北地区） 

３ 千住大川端地区 

  令和 元年１１月 千住大川端（Ａ工区）開発推進連絡会（第３６回） 

  令和 ３年 ４月 千住大川端（Ａ工区）開発推進連絡会（第３７回） 

  令和 ４年 ３月 千住大川端（Ａ工区）開発推進連絡会（第３８回） 

  令和 ４年 ７月 千住大川端（Ａ工区）開発推進連絡会（第３９回）  

４ 千住大橋地区 

  平成１８年 ３月 住宅市街地総合整備事業開始 

  平成１９年 ６月 千住大橋駅周辺地区における住宅等の整備に関す

る覚書を締結 

  令和 ２年 １月 千住大橋駅周辺地区における住宅等の整備に関す

る一部変更の覚書を締結 

５ 千住一丁目再開発 

  平成２６年 ６月 千住一丁目地区第一種市街地再開発準備組合設立 

  平成２７年 ７月 都市計画決定 

  平成２８年 ４月 組合設立認可 

  平成２８年１２月 権利変換計画認可 

  平成２９年１１月 施設建築物工事着手 

  平成３０年 ３月 再開発組合が千住一丁目町会、千住二丁目町会及 

び千住本町商店街振興組合と風環境、多目的室利 

用に関する覚書を締結 

令和 ３年 １月 工事完了公告 

問 題 点 

今後の方針 

千住エリアのまちづくりは、関係地権者等と情報共有するとともに、ア

ドバイザリー会議での意見やまちづくり連絡会等での地域住民の意向を把

握して進めていく。 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和４年１０月１７日 

件   名 竹の塚エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

都市建設部 まちづくり課  

内   容 

１ 竹ノ塚駅周辺のまちづくりについて 

東口駅前広場の整備計画に向けて、竹ノ塚駅東口周辺の利用実態調査

を実施する。 

（１）東口駅前広場周辺の利用実態調査 

ア 目的 

  竹ノ塚駅東口周辺の駅利用実態調査を行い、駅周辺まちづくりの

将来計画を検討するため。 

  イ 調査時期 

令和４年１０月（平日、休日の各１日） 

ウ 調査項目 

路線バス、タクシー、自家用車、貨物車、歩行者、自転車に関す

る利用実態 

 

これまでの経緯（参考） 

１ 竹ノ塚駅付近鉄道高架化について 

平成２３年 ３月 都市計画決定 

平成２３年１２月 事業認可 

平成２４年１１月 工事着手 

平成２８年 ５月 下り急行線高架化 

平成３１年 １月 事業認可変更（期間延伸） 

令和 元年 ８月 東武鉄道と変更施行協定締結 

令和 元年 ９月 竹ノ塚駅新駅舎デザイン公表 

令和 ２年 ９月 上り急行線高架化 

令和 ４年 ３月 上・下緩行線高架化 

２ まちづくりについて 

平成２０年１２月 竹ノ塚駅周辺地区まちづくり構想策定 

平成２３年 ３月 区画街路第１４号線及び東口駅前広場都市計画決定 

平成２３年１２月 区画街路第１４号線事業認可 

平成２６年 ３月 竹ノ塚駅周辺地区(中央ブロック)地区まちづくり計画策定 

平成２７年 ３月 区画街路第１４号線事業認可変更（期間延伸） 

平成２７年 ３月 竹ノ塚駅周辺地区（中央ブロック）地区計画（素

案）説明会（１回目） 

東綾瀬公園 
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平成２９年 ３月 区画街路第１４号線事業認可変更（区域変更、期間延伸） 

平成２９年 ３月 竹ノ塚駅周辺地区（中央ブロック） 

地区計画（素案）説明会（２回目） 

平成２９年 ７月 竹ノ塚駅中央地区地区計画（原案）説明会 

平成２９年１１月 竹ノ塚駅中央地区地区計画決定・告示 

平成３１年 ２月 第１回竹ノ塚駅周辺エリア都市再生検討会トップ会議 

令和 ２年 ２月 第２回竹ノ塚駅周辺エリア都市再生検討会トップ会議 

令和 ３年 ２月 第３回竹ノ塚駅周辺エリア都市再生検討会トップ会議 

令和 ３年 ６月 竹の塚エリアデザイン計画説明会・アンケート実施 

令和 ４年 ３月 第４回竹ノ塚駅周辺エリア都市再生検討会トップ会議 

令和 ４年 ３月 「足立区、独立行政法人都市再生機構及び東武鉄

道株式会社間の竹ノ塚駅周辺のまちづくりに関す

る基本協定書」締結 

 

問 題 点 

今後の方針 

体感治安の改善に向けた取組み方針に基づき、関係所管が取組みを連携

して実施しつつ、まちづくりの契機を捉えてエリアデザイン計画を策定し

ていく。 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和４年１０月１７日 

件   名 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

都市建設部 まちづくり課、中部地区まちづくり担当課、交通対策課、駐輪

場対策担当課 

内   容 

１ 西新井駅西口仮設階段等の使用開始について 

  東武鉄道株式会社がエスカレーター２台、エレベーター１台を含む仮 
設階段等の使用を開始した。 

（１）使用開始日  令和４年９月２４日（土） 

（２）現場写真 

 

 

          

写真             写真 

 

 

 

 

 

２ 交通広場入口の交差点改良について 

西新井駅西口交通広場入口の交差点改良工事が完了した。 

（１）改良の目的 

歩道の拡幅と横断歩道を短くすることで、歩行者の安全確保と車両 

の流れを円滑にする。 

（２）工事施工箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北 

西口 

工事施工箇所 

A B 
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（３）現場写真 

       施工前              施工後 

            

    

 ⇒  

                  

 

 

        

                

 

 

 

 

 

３ 西新井駅西口における自転車駐車場利用状況の調査について 

  西新井駅西口に隣接する一時利用の民営自転車駐車場(以下「駐輪場」

という。)が令和４年６月に閉鎖されたことによる影響調査のため、同駅

から概ね３分以内の駐輪場の空き状況について調査を行った。（別紙１ 

Ｐ２２参照） 

（１）一時利用の駐輪場について 

  ア 各駐輪場の調査結果（令和４年７月：平日１０時～１２時実施） 

位置図 
徒歩での 

所要時間 

駐輪可能 

台  数 
空き台数 空車率 

Ａ１ １分以内 ２２９台  ２３台  １０．０％ 

Ａ２ 〃 ６０３台  １２８台  ２１．２％ 

Ａ３ ３分以内 ４０台  ２０台  ５０．０％ 

Ａ４ 〃 ４０台  ７台  １７．５％ 

Ａ５ 〃 １０７台  ４台  ３．７％ 

Ａ６ 〃 １６７台  ３８台  ２２．８％ 

Ａ７ 〃 ９０台  １２台  １３．３％ 

Ａ８ 〃 １３２台  ２３台  １７．４％ 

計  １，４０８台  ２５５台  １８．１％ 
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イ 利用状況について 

     駅徒歩１分以内は駐輪可能台数８３２台に対して空き台数１５

１台で空車率１８．１％、駅徒歩３分以内は駐輪可能台数５７６

台に対して空き台数１０４台で空車率１８．１％であった。 

     また、一時利用の駐輪場は、全体で２５５台の空きがあったた

め、利用者への影響は軽微であることが確認できた。 

 

参考：定期利用の駐輪場調査結果について 

     （令和４年７月：平日１０時～１２時実施） 

位置図 
徒歩での 

所要時間 

駐輪可能 

台  数 
空き台数※ 

Ｂ１ ３分以内 １０８台  ４３台  

Ｂ２ 〃 ５２０台  ２５３台  

Ｂ３ 〃 ４１０台  １３４台  

Ｂ４ 〃 ８１台  ４５台  

Ｂ５ 〃 ３台  ２台  

Ｂ６ 〃 １００台  ６２台  

Ｂ７ 〃 ３０台  ２２台  

Ｂ８ 〃 １１２台  ９５台  

計  １，３６４台  ６５６台  

  ※ 定期契約空き台数ではなく、目視調査した時点の駐輪可能台数 

 

これまでの経緯等（参考） 

１ エリアデザイン計画について 

令和 元年 ７月 オープンハウス型説明会を実施 

令和 元年 ８月 住民説明会を実施 

令和 元年１２月 住民説明会を実施 

令和 元年１２月 計画案のパブリックコメントを実施 

令和 ２年 ３月 西新井・梅島エリアデザイン計画策定 

２ 西新井駅周辺について 

平成２７年 １月 西新井駅西口交通広場の都市計画変更 

平成２８年 ２月 東西自由通路について、東武鉄道、イオンリテー 

ル及び区の三者で勉強会を開始（現在休止） 
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平成３０年 ４月 既存通路活用案で協議を継続することを決定 

令和 元年 ７月 東武ストア西新井店解体着手 

令和 ２年 ２月 東武ストア西新井店解体完了 

令和 ２年 ７月 西新井駅西口における連絡通路の昇降機整備に向 

けた確認書締結 

  令和 ３年 ２月 西新井西口駅ビル整備推進に関する要望書提出 

令和 ３年 ７月 西新井駅西口における連絡通路の昇降機整備に向 

けた協定書締結 

  令和 ３年１１月 第一回西新井西口南街区における意見交換会開催 

  令和 ４年 ２月 第二回西新井西口南街区における意見交換会開催 

  令和 ４年 ４月 区画街路第９号線事業認可 

３ 都営梅田八丁目アパート創出用地について 

平成２０年度   建て替え工事着手 

平成２９年 ７月 既存建物（創出用地）の解体完了 

平成３１年 ３月 仮設庁舎の建設工事着手 

令和 元年 ７月 東京都住宅政策本部へ創出用地の取得に向けた要 

望書を提出 

令和 ２年 ７月 東京都より創出用地譲渡時期１年延伸見込み報告 

令和 ３年 ２月 梅田八丁目複合施設基本構想及び基本計画策定支 

援業務委託着手（公募型プロポーザル方式） 

令和 ４年 ３月 梅田八丁目複合施設基本構想・基本計画策定 

４ 西新井駅東口周辺地区のまちづくりについて 

昭和３２年１２月 西新井公園の都市計画決定 

昭和４１年 ７月 補助第２５５号線の都市計画決定 

平成３０年 ７月 西新井駅東口周辺地区まちづくり勉強会発足 

令和 元年 ８月 西新井駅東口周辺地区まちづくり協議会発足 

令和 元年１２月 西新井駅東口周辺地区まちづくり構想策定に向け 

たアンケート実施 

令和 元年１２月 西新井駅東口周辺地区まちづくり協議会（第 2回） 

令和 ２年１１月 西新井駅東口周辺地区まちづくり協議会（第 3回） 

令和 ３年 ３月 西新井公園及び補助第２５５号線地権者資料配布 

令和 ３年 ７月 西新井公園及び補助第２５５号線整備に関する説明会開催 

令和 ３年 ９月 西新井公園及び補助第２５５号線整備に関する個

別説明会開催 

令和 ３年 ９月 西新井公園周辺地区まちづくり構想（案）のアンケート実施 

令和 ３年 ９月 西新井駅東口周辺地区まちづくり協議会 

（第 4回、書面開催） 

令和 ３年１０月 西新井公園周辺地区まちづくり構想（案）説明会開催 

令和 ３年１２月 西新井駅東口周辺地区まちづくり協議会（第 5回） 

令和 ３年１２月 西新井公園周辺地区まちづくり構想策定 
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令和 ４年 ４月 西新井公園及び補助第２５５号線整備に伴う現況

測量説明会開催 

令和 ４年 ６月 西新井駅東口周辺地区まちづくり協議会（第 6回） 

問 題 点 

今後の方針 

１ 西新井公園の都市計画変更の必要性について、地域住民の理解を得ら

れるように丁寧な説明会を実施する。 

２ 今後も定期的な駐輪場の調査を実施していくとともに、西新井駅西口

地区のまちづくりの進展にあわせて、区営駐輪場の適切な整備や管理運

営に努めていく。 
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自転車駐車場の位置図（西新井駅西口から概ね徒歩３分以内） 

北 

別紙１ 

B6 

A4 

A5 B1 

A3 
B8 B7 B4 

B5 A6 B2

A1 
A2 

B3 
A7 

A8 

定期利用（参考） 

徒歩３分以内 B1 B8 ～ 

A1 ～ 徒歩１分以内 

一時利用（調査対象） 

A2 

徒歩３分以内 A3 A8 ～ 

凡 例 

閉鎖された民営駐輪場 

西新井駅 
西口広場 
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